
平成２９年１月教育委員会会議（定例会）会議録
１　日　時　　平成２９年１月３０日（月）午後１時３０分～午後２時４５分
２　場　所　　教育センター　第一研修室
３　出席者         内藤隆行教育長

［委　員］大岩幹夫教育長職務代理者、吉本理委員、中川奈緒美委員、
寺本彰委員、清水国明委員
　　　　 ［事務局］美甘寿規教育総務部長、田中和貴学校教育部長、師岡林教育総務部次長、堺俊彦学校教育部次長兼学校教育課長、木村立彦文化財保護担当参事兼文化財保護課長、市川雅美教育総務課長、深谷康博教育総務課主幹兼教育企画室長、末廣和久教育施設課長、安田幸雄社会教育課長、海老沢康子スポーツ振興課長、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、中村まさみ所沢図書館長、川上一人保健給食課長、米澤三八子教育センター所長
　　　　　［書記］　青木穂高教育総務課主査、名雪晋祐教育総務課主任
４　前回会議録の承認
５　会議の傍聴者　なし
６　開　会　　　　　開会に先立ち、美甘教育総務部長から、平成２８年１２月２７日開催の所沢市議会第４回定例会において、中川奈緒美委員の再任について議会の同意があり、１２月２８日付けで藤本市長より任命書の交付があった旨の報告がなされた。
中川奈緒美委員より挨拶。
本日の議案は、議案第２８号から議案第３０号までの３件。　　　　　　　　
７　議　題
●議案第２８号　所沢市教育振興基本計画審議会条例制定について
資料に則り、深谷教育総務課主幹兼教育企画室長から以下のとおり説明がなされた。
本件は、教育基本法第１７条第２項の規定による所沢市教育振興基本計画の策定に関し、必要な事項の調査及び審議を行う所沢市教育振興基本計画審議会を設置するため、所沢市教育振興基本計画審議会条例の制定を目的とするものである。
当計画の概要としては、平成１８年１２月に教育基本法が改正されたことに伴い、地方公共団体において、当計画の策定が努力義務として規定され、本市では、平成２３年度からの計画を策定したものである。計画の内容は、所沢市教育委員会が、目指す方向性や基本理念等を示しつつ、施策を体系化したものとなっている。また、計画の位置付けとしては、市の最上位計画である所沢市総合計画の、教育委員会所管事務を対象としており、さらに国及び埼玉県の教育振興基本計画の内容を踏まえている。

現在の計画は、平成３０年度をもって計画期間が終了することから、平成３１年度以降の計画を策定する必要がある。そこで、当審議会を設置し、教育振興基本計画に関し必要な調査及び審議を行っていただくことになるが、当審議会は、地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づく「附属機関」となることから、条例の制定が必要となるものである。
内容としては、第１条は審議会の設置について、第２条から第３条までは組織と任期について規定するもので、委員は１５人以内で構成し、任期は当該審議が終了した日までとするものである。第４条から第６条までは審議会の運営等を定め、第７条は委任規定としている。なお、附則において、第１項については、条例の施行期日を平成２９年４月１日とするものである。第２項については、所沢市非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正を行うことで、当審議会委員の報酬額を定めるものである。
今後のスケジュールは、平成２９年度に委員の選出を行い、基本理念・基本方針などについての協議を３回、平成３０年度に計画全体のまとめについて２回、合計で５回の審議会の開催を予定している。教育委員会会議に係るものとしては、平成２９年６月に審議会委員の委嘱について、平成３０年６月に計画案の協議について、同年１２月に計画の議決について、審議をお願いするものである。
以下、質疑。

(中川委員）

審議会委員の選出に関して、第２条第２項に７つの項目が掲げられていますが、委員は、必ず全ての項目から選出されることになっているのでしょうか。

(深谷教育総務課主幹)

審議会委員は１５人以内で組織するとしており、７つの項目すべてから選出しなければならないという定めはありませんが、各方面からバランスの取れた意見をいただくため、できるだけ各項目から選出されることが望ましいと考えています。
(寺本委員）

７つの項目の一つに、「公募による市民」とありますが、人数の枠はある程度決まっているのでしょうか。

(深谷教育総務課主幹)

「所沢市審議会等の委員選任要綱」の第６条において、委員数のうち、５分の１以上は公募による委員とするよう努めることとなっています。
（内藤教育長）

「公募による市民」の抽出方法は、どのように考えていますか。

(深谷教育総務課主幹)

無作為抽出とする予定です。
（内藤教育長）

女性の委員数について、定めはありますか。

(深谷教育総務課主幹)

「所沢市審議会等の委員選任要綱」の第５条において、委員数のうち、１０分の４以上は女性委員とするよう努めることとなっています。
（大岩教育長職務代理者）

将来の所沢の教育を考えた長期的な計画となるため、時間の経過とともに社会が変化していくことを踏まえて委員を選出していく必要があると思います。そのような視点から、人生経験の豊富さにとらわれず、年齢や性別、経験などを加味して、多様な方が選出されるようにしていただきたいと思います。

(深谷教育総務課主幹)

計画期間について補足すると、第６次所沢市総合計画の期間を参考に検討していく予定となっています。

(吉本委員)

教育振興基本計画は、市の教育全体に関わる計画なのでしょうか、それとも、学校教育に限った計画なのでしょうか。
(深谷教育総務課主幹)

市の教育全体に関わる計画となっています。
（内藤教育長）
　　教育振興基本計画は、平成１８年に教育基本法が改正された際に条文化されました。同法第１６条において、教育行政は法律の定めるところにより行われるべきものとされ、同法第１７条において、地方公共団体は、政府が定めた計画を参酌して、基本的な計画を定めるよう努めなければならないとされています。よって、学校教育に限らず、教育行政全体を対象とした計画となります。
（清水委員）

　　教育委員会委員と教育振興基本計画の審議会委員の立ち位置は、どのように違いますか。
（内藤教育長）
　　教育委員会は、執行機関となります。その附属機関として審議会を設置して、教育委員会が審議会委員を委嘱し、計画の策定に関して必要な事項を審議していただくという構図になります。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
●議案第２９号　所沢市立小・中学校管理規則の一部を改正する規則制定について
資料に則り、堺学校教育部次長兼学校教育課長から以下のとおり説明がなされた。
本議案は、「学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例（平成２８年埼玉県条例第６８号）」及び「学校職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部を改正する規則（平成２８年埼玉県教育委員会規則２８号）」が平成２９年１月１日に施行されたことに伴い、所沢市立小・中学校管理規則第２１条に係る規定の整備を行おうとするものである。
条例の一部改正により、介護時間制度として、介護を行う学校職員から申請があった場合、連続３年の期間、１日２時間を限度に無給の休暇を承認することができる制度が新たに規定されたため、所沢市立小・中学校管理規則の、休暇の承認に係る第２１条の条文中に「介護時間」を加えるものである。これにより、校長以外の学校職員の介護時間の承認は校長が行い、校長の介護時間の承認は、教育委員会が行うこととなる。
以下、質疑。

(吉本委員）

「介護時間」について、詳細の説明をお願いします。

(堺学校教育部次長)

「介護時間」は、介護を必要とする方が増加しており、仕事と親族の介護の両立が難しくなっていて、それを理由に離職する方も出てきている状況を反映して作られた休暇制度です。
これまでの「介護休暇」は、６月の間で、１日または４時間/１日の範囲内で取得することが出来ましたが、臨時的に一定期間集中的な対応が必要な時にしか使えない制度でした。それに対して、今回の「介護時間」は、日常的かつ長期的な対応が必要になる場合を想定しており、連続３年という期間において、１日２時間の範囲内で３０分ごとに取ることが出来る制度になっています。これにより、朝夕の食事の介助や介護施設への送迎に対応しやすくなるという効果が見込めます。
(吉本委員）

「介護時間」を取得し、短い時間単位でお休みを取る方がいた場合、その間を埋める管理上の対応はどのようになるのでしょうか。臨時で代わりとなる先生を雇用するなどの対応は可能でしょうか。

(堺学校教育部次長)

３０分単位で、最大でも２時間の間で取得する休暇ですので、そのために臨時で教員を雇用することはできません。よって、管理職が教職員に周知を行い、共通理解を持って休暇が取りやすくなるような設定を行っていく必要があります。
（大岩教育長職務代理者）
「介護時間」は、無給の休暇ですか。
（堺学校教育部次長）

　　「介護時間」、「介護休暇」ともに、無給の休暇となっています。
（清水委員）

　　育児に関する休暇は、別に定められているのですか。

（堺学校教育部次長）

　　そのとおりです。

（清水委員）

　　それは、介護に関する休暇と同様に無給ですか。

（堺学校教育部次長）

　　「育児休業」は無給の休暇となります。

※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
●議案第３０号　所沢市立小・中学校職員服務規程の一部を改正する訓令について
資料に則り、堺学校教育部次長兼学校教育課長から以下のとおり説明がなされた。
本議案は、「学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例」、「学校職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部を改正する規則」、「職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例」及び「職員の育児休業等に関する規則の一部を改正する規則」が平成２９年１月１日に施行されたことに伴い、規定の整備、様式の追加及び改訂等を行うものである。
1 「学校職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部改正」により、これまで、介護休暇の初日から１年間の中でという期間が定められていたが、改正により、取得期間の制限なく「三の期間」を限度とする通算６月までの取得が可能となった。これに伴い、所沢市立小・中学校職員服務規程第１０条第９項に係る様式第９号を改訂するものである。
2 新たに、「介護時間」が規定されたことに伴い、所沢市立小・中学校職員服務規程第１０条に第１０項を加えるとともに、様式第９号の２として介護時間簿の様式を加えるものである。
3 学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例第９条に第５項が新設され、介護を行う学校職員から申請があった場合で、校務の運営に支障がないときは、時間外勤務を免除する制度が規定されたことに伴い、所沢市立小・中学校職員服務規程第１９条第２項中「同条第４項」の次に「（同条第５項において準用する場合を含む。次項において同じ。）」を加える他、所要の改訂を行うものである。また、同規程第２０条第２項中「前条第２項」の次に「又は第３項」を加えることで、同条第３項については、内容が重複するため削除する。

4 この度の職員の育児休業等に関する条例の一部改正では、養子縁組を希望している里親が、実親等の同意が得られないために養子縁組することができない子を養育している場合について、当該子が育児休業等の対象となった。また、児童福祉法の改正により、養子縁組を希望している里親が「養子縁組里親」と定義されることに伴う規定の整備がなされた。これを受けて、所沢市立小・中学校職員服務規程第１７条第１項に係る様式第１３号「育児休業承認請求書」、同条第２項に係る様式第１４号「育児短時間勤務承認請求書」、第２０条に係る様式第１９号「育児又は介護の状況変更届」の様式を改訂するものである。
5 職員の育児休業等に関する条例が一部改正されたこと、また、「学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例第９条に第５項が新設され、介護を行う学校職員から申請があった場合で、校務の運営に支障がないときは、時間外勤務を免除する制度が規定されたことを受けて、所沢市立小・中学校職員服務規程第１９条に係る様式第１８号「深夜勤務・時間外勤務制限請求書」の様式の改訂を行うものである。また、その他として、様式第６号「休暇願」の様式について「宛先の例示を加える」改訂を行う。
以下、質疑。

(吉本委員）

「学校職員」には、市で臨時採用されている教員は含まれますか。

(内藤教育長)

県の条例を根拠にしているため、県費負担職員を対象としています。
(大岩教育長職務代理者）

介護時間と育児休暇を同時に申請した場合、どちらも取得することはできますか。

(堺学校教育部次長)

そのような事例があった場合の取扱いを確認し、回答させていただきます。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
８　協議事項　なし
９　報告事項

○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課）
○所沢市教育委員会の１月から４月までの主な行事予定について
(教育総務課)
○「所沢市議会一般質問答弁要旨 平成２８年第４回（１２月）定例会」に

ついて(教育総務課)

　 ○第７０回成人のつどいについて（報告）（社会教育課）
○第２７回所沢シティマラソン大会について（スポーツ振興課）

○埼玉県指定史跡「滝の城跡」整備事業に伴う第５次発掘調査現地説明会に

ついて（文化財保護課）

○「所沢市文化財展」について（文化財保護課）
以下、質疑。

(清水委員)

   所沢シティマラソン大会にて、競技規則違反となるコース逸脱や代理出走があ
った件に関して、次回以降、このように改善しましたということが示せると良い
と思いますが、どのような対応を考えていますか。
(海老沢スポーツ振興課長)

これまでも走者は計測チップを着けて走っていましたが、コース逸脱を防止す
るため、今後は、計測地点を増やすことを検討しています。また、走者が着用しているゼッケンを、上着の前だけではなく、後ろにも着用するようにして、代理出走の防止に繋げたいと考えています。さらに、所沢シティマラソン大会実行委員会においても対応策を検討し、次回大会に向けて準備を進めていく考えです。
(清水委員)

私は、クラシックカーのレースに出ることがあるのですが、そのレースではiPhoneを登録しておくと、レース中に誰がどこを走っているか分かるので、コース逸脱を確認する際にも役立つと同時に、観戦者にとっても、出走している知り合いがどの辺りを走っているか分かって楽しめるという効果もあり、一つのアイデアとして参考になるかなと思います。
(内藤教育長)

「成人のつどい」について感想を述べさせていただくと、私は柳瀬地区に出席しましたが、新成人の皆さんは表情豊かで、小中学校時代の担任の先生もお越しになっていて、穏やかに進行していました。代表者のスピーチも、地域への感謝が伝わってくる良い内容となっていました。
(中川委員)

　 新所沢東地区に出席しました。空調設備の工事のため、普段と違う会場で開催
されましたが、実行委員の皆様のお陰で滞りなく行われていました。
(吉本委員)

　新所沢地区に出席しました。壇上の照明が強く、新成人の皆さんの表情が見えづらい印象を受けましたが、イスが足りなくなるくらい多くの出席者がいて、式は滞りなく行われていました。
(大岩教育長職務代理者)
 　並木地区に出席しました。主催者の方が予想したより、少し出席者が少なかっ
たのかなという印象を受けました。私の会場では、小中学校の校長先生がお見えになっており、式は落ち着いた雰囲気の中で行われていました。
(寺本委員)

　松井地区に出席しました。始めに市民憲章を全員で朗読しており、地域ごとに特色のある式になっていることの良さを感じました。
１０　その他

・教育委員会会議２月定例会：２月１７日（金）午前１０時３０分　　　　　　　　　　　　　

所沢市役所６階　６０２会議室　 
・教育委員会会議３月定例会：市議会第１回(３月)定例会の開催日程と
調整中
１１　閉　会　午後２時４５分

